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緒

　　

言

結核菌ノ稜育二及ボス「ペプトン」ノ影響二就

テヘ古クヨリ論議セラ1ノタル命題ニシテ、

Loewenstein氏ノ所謂Peptonschadenナル語

ニョリテ、結核菌ノ疲育二對シテ、Pepton -ﾊ

登育阻止作用アミ

ド其ノ後ノ研究者二依レバ、Peptonschadenナ

ル語ハ常サ得ズトセラルルニ至レリ。卸チ、伊

藤（1）ハLoewenstein氏ノ追試ラナシ、Loevven-

stein J謂ヘルガ如キ、Peptonschadenナ7レ事

賓ノヽ全ク認ｙ難ク、結核菌ノ貪育不良ナリシコ

トハLoewensteinが「ｇプトン」ト同時ニｍピ

クルLiebigノ肉「エキ勺二其ノ責々諮゛’ヽ可キ

モノナリト報告セリ。又高松及ビ占部博士ヘハ

「ペプトンハ仮令ヽ、結核菌、其ノ他自然界抗酸性

菌ノ鍵育二必要ナル窒素源トシヘ味ノ素ニハ

梢ｌ劣ルトいレ≒結咳菌ノ鍵打々抑制フヽ･レ=１

卜無入従ツテ、所謂Peptonschadenナル語

ハ爰常性ラ訣クモノト謂フモ過言ナーヂル可シ

ト述ベタ几余白モ抗酸性菌ノ持育促進物質二

就テ研究シタル際､ニペプトン」ノ大量・分解シ、

特育促進物質ヲ･抽出セン1ヽ試ミタルー、赤血球

中二含有セラソタル一良育促進物質｡ﾉ如キAktiv

ナル因子せ得ルコト不可能ナリシモ、少クトモ

鍵育抑制作ﾄ月ハ認ノザリキ。



然ﾉ1・ニ、偶々余ハ、「ツベリレクリン」産生二及ソヽ

各種要約二就テ研究中、Glyzerin Bouillon 中

二含有ｾﾗﾉﾚﾉﾚ「ペプトン」ノ種類が「ツベルク

リン」妓果二如何ナル影響ヲ･及ノ､モノナルヤー

就テ賓験シ、且ツ同時二結核菌ノ巌百二對こりレ

各種「ペプトン」ノ作用及ビ、結核菌ノ登育量卜

「ツベルクリン」産生能トノ開係ノ一班チ知り得

タルヲ･以テ、是等サ一括シ保備試験トシテ行ヒ

タヽ一般細菌ノ培養成績テモ併セｆ･報告スル次

第ナリ。

第一章

　

各種;ペプトン｣ニヨルー般細菌培養試験

第一節

　

賓験方法

武田｢ポリペプトン｣､武田製｢チスチン｣不含｢ポ

リペプlヽン｣、照内｢ペプトシ｣、田逡｢ポリ＾゜プ

トン｣、丸=善｢⌒゛プト≒、Witte Pepton ヲ使

用シ、６種類ノ｢ペプトン｣水培地テ作レリ、、而

シテ、使用菌株トシラ第１表記載ノ如ク、普通

細菌20種ヲ･選ビ、各々ノ24時間寒天斜面培養

菌２ｍｇヲ≒生理的食盛水5 C.C.ヲ･以テ、平等浮游

液トナシ、其ノ１滴宛ヲ各種｢ペプトン｣水培地

中二移植シ、24時間及ビ48時間ノ培養成績テ

培地ノ涸濁皮ヲ玉

第二節

　

賓験成績

　

培養成績ハ第１表ノ如クニシテ、「チスチン」

不含、武田「ポリペプトン」拉ニ「チスチン」含有、

武田「ポリペプトン」ヲ比較スルニ、24時間培養

ニテハ、雨者殆ド差異ナキモノノ如シ。サレド

48時間培養二於テハ、「チスチン」不含ノ「ポリ

ペプトン」ダ｀、「チソヽチン」含有ノ「ポリペプトン」

ヨリモ少シク優ルモノノ如シ。

照内「ペプトン」ハ、武田「ボリペプト2･」ヨリモ、

一般二少シク劣レド゛モ、48時間培養ニテハ２、

３菌種二在リテハ、馥育少シク優ルモノアリ､、

田逡「ポリペプトン」、丸善「ペプトン」ハ、武田

照内ノ何レト比較ソ、ルモ逢カニ登育不良ナリ。

而シテWitte Ｐｅｐtｏｎノ｀ヽ第１表ノ如ク、極メテ

不適常ナルコトヲ知レリ。

第１表

　

各種｢ペプlヽｙ｣ニョルー般細菌培養試験成績

jﾚこここ二｢ペプトV 1 ｣き田｢ポリペ　や11｀,ご｣ﾘ｢ｽ;」

使　　　　培呑　　ヽ̃７トフ｣　　スチｙ｣不含
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奢　　十十
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B･ paratyphi B･
　（N0. 156)　　　冊1

併
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B. typhi murium･
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　併

　併
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　併

　冊1
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　併

一一　　一一一
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冊
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　　　S. G 2
冊
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冊
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併
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冊
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冊

冊1
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H+

仔
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冊四十

舒‘i　併
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冊　　併

冊丿十

冊

冊　　升

仔　　4.1

冊　　十｣･

柵　　土

V. Cholerae. V. 2

V. Metschnikow.

　　　V. 11
仔

併

柵･

Wasservibrio. V. 19 十十 併

＋

十十

併

土

Ｆ

　B. abort. Bang･

一一‥--

Staphyl. aureus C. 1

十
一

升 ＋

第二章

　

各種｢ペプトン｣ノ結核菌ノ登育蛙二｢゛ソベルクリン｣

　　　　　　　　

産生二及ボス影響二就テ

第一節

　

賓験方法

賓験二使用セル「ペプlヽン」1ヽシテノヽ次ノ如キ

モノヲ･選ヒヽ｀タリ。郎チ、（Ｄ武田製薬會紅製品

「ポリペプトン」、（２）武田製「チ’人チ硝不含

「ポリペプトン」、（３）照内「ペプトン」、心）田

逡「ポリペプトン」、（５）唖鈴「ペブト、し」、（卵

丸善「ペプトン」、(7) Witte Pepton、・6) Ri-

edel Pepton、(9) Gehe Pepton。

以上各種「ペプトン」ヲ用ヒ、９種類ノ５多ｿﾞGl-

yzerin-Bouillon f作りpH ７．０ニ調製シ､180C.C.

　　　

●
宛「コル゛ン」二分注シ各種「ペプトン」ニ就キ、

４個宛ノ「コルベン」ヲ･使用セリ。

次二像ンSauton氏液値培地－４迦間培養セ･1，

幼若人型結核菌Frankfurt株ノ海牛菌膜尹選

ビ、大形渦巻臼金耳テ使用シ、一白金耳宛各「コ

ルベン」内ノ培地表面二静カユ移植シ、８週間

３７Ｃニ培養シ、100 C 30 分滅菌シタル後、濾

紙テ以テ培養液ヲ濾過シ、菌膿サ除去シ、電気

扇風器り以flO分ノ１ニ濃縮シ、之j-・5χ石

炭酸ｆ０．５％ノ割合二加へ、凡(ツペ）レクリン｣

丿:y得、冷室二保存セリ。此ノ際、除去セル菌膿

ハ乾燥シ、化學天秤テ以々正確二秤量シ、各､々

鍵育｡量う吋ﾋﾞ較フ､ルコlヽトセリ。

｢ヽツベルクリン｣ノカ價判定ノ標準
－

　　

｡----･-

　　

---

　

- ¨　･rw皿ふ.J･--皿ふ｡　""‾'‾'r"

自分ハ國際聯盟法二倣ヒ、背部ノ白色ナル海抜

ヲ選ﾋﾍ人型彊毒菌Frankfurt株テ以テ感染セ

シｙ夕刻友、500倍、1000倍、2000供、4000倍

こ稀祥セ'ﾚ篤｢ツ’゛゛ルクリン｣ノ0 。2c.c ヲ 1象メ!J兌

毛剤-f以テ腕毛七ル海抜背部ノ皮内二正確二注

射シ、24時間後ノ特赤ヲ計測シ、判定ノ標準ト

セリ。

　　　　　　　　　　　　　

゛

｢ツベルクリン｣皮内反､憲二使用セ川毎抜ハ、賓

験ノ都＆ll、感染力‘法々少シク異ニセルモノー

シテ、従ツテ殼赤ノ程度そ各動物ニョリテ、個

醵差ｆ示セリ。感染條件４等シシセ･し試歌●･使

吉田＝各種「ペプトｙ」ノ結核菌ノ費育址ニ「ツペルクリン」産生二及ｔ・ス影響二就テ第１競】
３



用シ得ザ｀リシ」トハ、極メテ、遺‘1感トソ､ルト=コ

ローシテ、余ハ他ノ目的ニテ賞験セル次ノ如キ

海狽ヲ代用セリ。郎チ、

海抜第１琥及ビ第２琥、大型結核菌Ｆ株1/1000

mg皮下注射後１ほ月、海痕第３琥、第４貿、

大型結核菌Ｆ株1/1000 mg 注射後１箇月、海

抜第５彼、第６琥、人型結核菌Ｆ株1/1000 mg

皮下注射後１箇月目。

海狸第７琥、第８琥、ＢＣＧ生菌ヲ反復眼瞼内

二鮎滴シタ～後、２箇月後人型Ｆ株1/1000 mg

ヲ･皮下注射セル後１箇月目。

海狸第９琥、第10琥、ＢＣＧ生菌ラ反復眼瞼内二

鮎滴シタル後２簡月後、人型結核菌Ｆ株1/1000

mgヲ･皮下注射セル後１μ月目。

海祝、第11琥、ぷ12琥、以上ノ如クＢＣＧテ

以テ前處置シタル後２箇月後、人型結核菌Ｆ株

1/1000 mg ラ皮下注射シタル後１簡月目。

海狸第13琥、第14琥、大型結核菌Ｆ株1/1000

mgラ皮下注射シタル後１箇月目。

以上ノ如キ感染状況二在ルモノニ就キ、「ツベル

クリン」皮内注射ヲ施行セリ。

第二節

　

賓験成績

自分ハ、今同人型Ｆ株ヲ･以テ作りタルμf「ツベ

ルクリン」ノ政果ラ比較スルタメ、傅研製「ツベ

ルクリン」テ對照トシテ、同一濃度ノ「ツルク

リン」列毎狸ノ背部皮内一注射セリ。稀憚度ハ

第２表

　

各種「４プトダ」バ）‘｀ルクリン」鳶生二及フ｀影響

「ツペノレク

リｙ」ノ種

類

？

喘

Tuberculin Reaktion

　　　　（mm）　　　（mm）　　　（mm）

50 X Tuberculin ・500χTuberculin J1000 X Tuberculin

　　　　（mm）　　　（mm）

2000XTubel･culin　4000 X Tuberculin

海　狼
第１技

海狼　海倶
第２彼　第３彼

海桃ｉ海狼
第４彼　第５技

海　供
第６妓

海　狼
第７彼

海佻ｌ海狼
第８技　第９胱

海　痕
第10銃

嬉研製
24 18×16 17×14 ，15×11　J 13×　81　8×　8　10×　8 ８×　８ 10×10 10×6 10×9

48 15×14 １４×１２　１３×9 12×８ｊ　７×６・　６×６・　７×６１　８×８ ６×６ ７×　７

武田「ポリ

ペプトｙ」

24 19×16 18×15ぐ18×16 16×13 11×10 1 12×10 11 × 10 10×10 13〉<12 18×14

48　16×14 16×14 １４×１２　１２×　９　　８×　７　　８×　７，８×　７　　９×　７
　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

７×　７ 10×10

武田ryリペ24〉19 ×18 23×19 19×15 18×17　11×10 1 13×12 ・12×10 11〉く11 14×13 18×15
ノ　果／」　ノ　ノヽノ

ｙ」不含 48 18×18 22×20 16x13 , 17x13 i　9x 8 i 12×９ ９×８ ８×　７ 14×13 11×10

照内「ペプi 24 」8x15 18×18　　15×14　，13×11　ぐ10×10バ12×10 10×10 ９×９ ９×９ 17〉く10

トｙ」 48 j 15×13 １７×１６１１２χ１１‘１１×７’９χ８　　７×　７ １　８×　８１　８×７ ９×　８ 12×8

田漫｢ポリ 24 17×14 20×18ド4×13 , 12×11 10×9 lOx 9　10×9j　9×9 ７×７ 13×11

４プトy」‘48〉15×12
-

17×15 １３×１２　１０×９ １　９×９　　８×　７’８×７ ６× ６ ７×６ ９×７

４に装
24 ・ 12×12 12×101　7×7 ９×８・６×５　　６×５ ８×　７ ７×　７ 10×　7 ７×６

ﾉ｀｀　　‾Ｓ‘　詔　　７χ　７６×６　　５×５　　６×５ｊ　５×４．　６×５１　７×６ ７×６ ７×６ ５×５

　　　　　　　124 １20×19
nJC　　　　ｶ＆ｌ　　　　ｌ

18×17 1 16×14 ’16×14 13×12 1　11×　9 14×13 12×10 13×12 10×10

-　　　但l　
i　48 19×16 16×12 1 15×12 1 14×12　11×8.　8×6 ９×８ ９×７ 12×12 ８×６

　　　　　　！24
1　16×17

χVitte　　　　　一一一一一
　　　　　　，48・　7×　7

12×111　8×7リｊ）×１０　　６×５　　６×６‘　９×９ ７×　６ ８× ８ ６×６

７×　５ ５× ５ ７×６１　５×５１　５×４ ８×６，５×５ ７×　７ ５×　５

　　　　　゜24
1　15×14

Riedel
　　　　　1 48 ＝　14×14

17×16ﾚ１０×８１　8x 8　６×６，９×８！　９×９∧　７〉く６

　　　　　　　　̃　１
７×６ ９×　８

16×14 ６×６ ６×６ ６×６ ６×６ ８×７ ６χ６ ６×６ ５×５

　　　　　　24　15×15
rl　L

16×15 ８×７ ７×　６ ６×　５　　８×　７ ７×　６ ７×　６ ９×８ ９×　８

48　10×81　6×6 ６×５ ６×　６１　５×　５　　７×　７１　４×　３６× ５ ７〉く　６ ５×５

〔註〕「ツペノl/クリｙ」皮内注射後ノ螢赤ヲ以テ判定.ス

占田＝各種‾ペプトン」ノ結咳薩ノ孜育鼓ニ「ツベルク･･ｙ．歳上二及ポ‥ス彰響平就テ 【第17 -を
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500倍、1000倍、2000倍、4000倍テ使用シ、各

稀郡度二就キ、賓験動物ハ２匹宛列吏用セリ。

判定時間ハ、比較二便ナラシムルタノ、24時間

及ビ48時間トシ、脅赤ノミテ計測セリ。

第２表ノ如ク、武田「ポリペプトン」、武田「チス

チン」不含「ポリペプトン」、照内「ペプトン」、唖

鈴「ペプトン」、田逡「ペプトン」ノ５種類ヨリ製

作セラレタル萬「ツ⌒ごルクリン」ノカ價ハ、何レ

モ傅研製「ツベルクリン」ヨリモ、反庖度弼ク、就

中、武田「ポリペプトン」紋二武田「チスチン」不

含「ポリペプトン」ハ他ノモノヨリモ「ツしレク

リン」力價大ナリキ。特ニ4000倍稀憚「ツベル

クリン」ニ於タル、反庖強度ハ他ノ何レヲモ浅

カユ凌駕シ、次二照内、唖鈴ノ順序ナリキ。

Witte Pepton, Riedel Pepton, Gehe Pepton,

丸善「ペプ1｀ン」ヨリ製作セル「ツベルクリン」ニ

於ラヘ其ノ絞果極ノ刊氏､ク、使用二堪エズ。

外國製製品ハ新品ヲ使用セデルタノナルヤモ知

レズ。兎二角外國製製品テ使用ス可キ根強ハ全

クナシトｊフモ過い‘ナラデル可ク、結核菌ノ特

育二及ノ､鮎ヨリ言フモ、上記４種ノ「ペプトン」

ハ極メテ不良ニシテ後述りレガ如シ。

次ニ、50倍稀作「ツペ｀ルクリン」テ使用シテ、「ツ

ベルクリン」妓果テ比較セル場合ニノヽ、第２長

ノ如ク、其ノ差ハ顕著ナラズ。

印チ50倍稀作ニテハWitte, Riedel, Gehe,丸

善「ペプトン」ニ在ツテモ、24時間後ノ晋赤ハ傅

研製「ツベルクリン」ニ比シ少シク弱キ状態ヲ呈

フヽルノミュシテ、500倍以上稀作セル場合ハ傅

研製二比シ逢カユ弱シ。之ハ武田､照内、田逡「ペ

プトン」ノ場合二於テモ同様ニシテ、「ツルク

リン」力價判定ノ際、50倍稀作以下ノ「ツベルク

リン」ノレテ使用フ、ルコトハ妥常ナラズト思惟

セラル。

「チスチン」含有「ポリ４ブトン」ト「チスチン」不

含「ポリペプトン」トテ比較ノ､ルニ、「ツベルクリ

ン」衛生能ヨリ言ヘバ、後者ハ前者ヨリ少シク優

ルモノノ如シ。サンド、菌登育量ノ大小ト平行

第３表

　

各種「ツベルクリン」ト傅研製「ツペノl／クリｙ」トノ数果比較

貨毅動物
「ツベルクリン」
ノ種類

判

定

燧

汐4貧

ｉ時赤
　日n卜.U

､?リ強
ッｙ度

ベー率

ル反

ク庶

500 ×　　1000 ×　　2000〉く　　4000×　後總

(mm)　（ｍｍ）　　（ｍｍ）　　（ｍｍﾚ　　，ノ計

4　＝　ittxl 1 24 1 10×10 9x 8　I ８×　7　｀　’7×７
　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　９ｒﾌﾟり　　ｌ　f＼r＼f＼n

　　　　　　　　ｌ･ｒ　　　　･Ｊ／１　　　　３５（　　　４８

、．．　　　　　　　　　　　ｌ
７×７　１　　７×６ 6x 6

　　　　　　　　　匈１１　　　JL
. ＼J＼J＼J＼J

６×　５

7珍瑛　　　　　　　　　　　　　　　2↓
　　　　　　4心血､ま迦i暁匍】

11×10 ９×８ ８×　７ 7×7
　　　　　　287　　1.0361

6×　5第ｊｌ妨″’｀’゛“･‘l”7i｀「VUiPC　48　」　7χ7 ７×　６ ６×６

　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜
ン　ー1ﾚ田7;:1:1:

MyrgC侑･1　・　24　　　11×10　1
7×　7 ７×　７ 6×　5　・

5×　5　　i　　238　　0°8628’IU工H/i yuij＼<tscI　４８　　　７×７ ６×６ ６×　５

　　　　傅　研　製　24　　17 χ 17

海倶　　　　　　；48 1 11×11

15×15 １１×１０　１　１０×８
　　　　　　　　　　'̃'t＼ 1　　･ｌ　f＼nr[f＼

９×　９ ７×７
　　　　　　　　　　　　　　　ＩＸμ-ｔ　　X . ＼JKJ＼J＼J

７×　７　，

第12胱　武田「ポリペプ 24 22×20 18×16 15×15 12×10

8×8　　1073　1.5241トy」　　　　　　　’　48　；　20×16 13×12 ９×　８

　　　ｌ傅　　研　　製

梅桃ｉ

第13嬬1武田「ポリペプト

24　1　11×10 ８× ７ ８×６ 7×6
　　　　　256　1.0000

6× 548 ８×　７ ７×６ ６×６

24　j　13×11　　　12×11 ９×　８ 9×7

7χ7　:　410　1.6015ヅJIチスチソ｣不言!　４８　ｊ　９×９　１　９×８ ８×　８

海供

第14銚

傅　　研　製
24　　　12×10 ８×　８ ８×７ 6×6　・

－　　　　　　’’　276　　1.0000
に）χ　５　：４８　　　７×６　１　　６×６ ６×５

照内「ペプトｙ」
24　1　15×14 10×10 ９×７ ８× ６

421 1.5253
48 ８×７　１　　７×６ ６× ５ ５×　５

吉田＝各種「ペプ1ヽｙ」ノ結核菌ノ曾育址ニ「ツベルクリン」産生二及ふ≒ス影響二就テ第１競】
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スル黒l!iヨリ考フレバ、「チリ、チン」ノ存否ニョル

モノト速助ドルコト能ノヽズ。

更二第２同賓験トシヘ

　

同一海挑ニ、500倍、

1000倍、2000倍、4000倍稀樺「ツベルクリン」

ｦ一皮剛主射シ、24時間及ヒヽ｀48時間後ノ良生テ

計測シ、傅研製「ツベ≒ルクリン」サ標準トシテ、

各種「ツベルクリン」ノカ價刊則定セルニ、第３

表ノ如クニシテ、大阪血清薬院製ハ、傅研製卜

殆ド同様ナルモ、北研製ノヽ傅研製ヨリモ少シク

弱ク、武田「ポリペプトン」、武田「チフヽチン」不

含「ポリ＾゛プトン」、照内「ペプトン」ノ三種ヨリ

製シタルモノハ、何レモ傅研製ヨリモ弼キ牧果

ヲjlシタリ。

而シテ、皮内注射後判定時間二開シテハ、第２

第３表二於テ知ル如ク、24時間後ノ疲赤ハ、海

抜二在ヽソテ｡ハ最モ鮮明ニシテ、稜赤ノ限界モ

鋭敏且ツ面積モ大ナリ。48時間一於テハ、冊

赤ノ面積・ヽ減少シ、且ツ冊赤ノ鮮明度モ減少

シ、従ツｊ一冊赤ノ限界ラ計測ソ、ルニ不正確度サ

噌ソ、傾向アリ。

　

サレド゛48時間後硬結度サ噌ス

コトフ｀確賓ナリ。

依ツラー、冊赤計測ノヽ24時間後之ザ行フト言フ

國際聯盟ノ規定ハ妥常テ得タルモノト言フ可

シｏ

第三章

　

結核菌ノ登育量卜｢ヽソベルクリン｣産生トノ関係

「ツベ｀ルクリン」物質が結核菌ノ新陳代謝産物ナ

ル限り、結核菌ノ登育量ト「ツベルクリン」産生

トガ或ル程度迄拉行ソヽルフ］トハ、常然考ヘラル

ル問題ナレドモ、既ニ、余ハ無蛋白「ツベルク

リン」産生二開ノ、ル賓験中、必ズシモ拉行セデ

ル例ヲ認ノタルガ故ニ。本官験二於ラ此ノ間ノ

開係サ検査セリ。

印チ、第４表ニテ示ノ､如ク、「ツベルクリン」反

庶強度率ハ、結核菌ノ脅育量二概略拉行フ、ル値

ザトレリ。而シテ茲二言フ「ツペ｀ルクリン」反嘸

彊度率トハ、皮内注射後24時間ノ登赤テ計測

シ、其ノ長径二短径ヲ･乗ジタル倣ヲ･、づ各稀郡度

毎二計算シ、ソレラ加ペダル總計ヲＡトスルト

キ、之サ對照トシテ、同時二皮内注射セル傅研

製「ツベルクリン」ニ依ル登赤ノ總計Ｂニテ除シ

タヽモノ、郎チＡ/Ｂノ値ヲ瑕二便宜上命名セ

ルモノーシテ、傅研製「ツルクリン」サ1．0000

1ヽシタル場合、武田「チフヽチン」不含「ポリペプト

（）ハ1.8451ニシテ、最高値尹占メ、武田「ポ

リペプトン」、唖鈴、照内、田迢ノ順ニシテ、最

低値でヽ丸善「ペプトン」J 0.5282ナリ。丸善、

Witte, Gehe Pepton ノニミ種ハ、何レモ、登育

菌吊僅少ニシテ、之二件ヒレ第４表ノ如ク、「ツ

ベ･レクリ勺反憲強度率モ０．５乃至０．６ノ間ニ

第４表

　

各種｢ペプトｙ｣含有培地内ノ結核菌螢育量トしソベルク　リ　ー｣産生トノ開係

言1甘言混ﾚ　人型Ｆ株貧育状況姓二費育量平均訃’mg）　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WW　　＝　＝　　　－　　　　－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－武田「ポリペプ1ヽン」，十　十　十　十　十　十　十　十　十　　　1837 ( mg)

ﾀﾞ呉「二言言9≪＋十　十　十　十　十　十　十　十　十　　　1976

　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　-==　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　==-一-J¶㎜㎜照内「ペプ1ヽン」　　｜　十　十　十　十　十　十　十　十　　　　　　　1263

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－　－田漫「ポリペプトンJ 1　＋　＋　＋　＋　＋　　　　　　　　　　　　　786

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=l－=丸善「ペプトン」　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24

唖鈴「ペプトｙ」　　１　十　十　十　十　十　十　十　　　　　　　　　1195

「ッベルクリｙ」

　反鹿強度率

　　　1.5307

　　　1.8451

　　　1.2761

　　　1.1612

　　　0.5282
　一一一一　－一一-
　　　1.5538

Witte Pepton ＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32

＋　＋　＋　＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　628

0.6775

Riedel　Pepton
0.7741

Gehe Pepton ＋
　　　64一一　---

　　W 0.6999

簿冊F製｢ツベルクリン｣ 1.0000

吉田＝各種「ペプ1ヽｙ」ノ結核菌ノ費育奴ニ「ツペルク･･ノ」産生二及ｙス影響二就テ 【第17巻
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相常ス。

次二各種｢ペプトン｣ノ結核菌ノ登育二及ノ、影響

ハ第４表ノ如ク、武田｢ポリペプトン｣(｢チフヽチ

ン｣不含)、武田｢ポリペプトン｣、照内｢ペプト

ン｣、唖鈴｢ペプトン｣、田逡トポリペプトシ｣、

Riedel Pepton, Witte, Gehe Pepton ノ順序

－シテ、Pepton J種類ニョリテ、特育ここ及ﾉヽ

影響゛叶目常程度異ナルモノニシテ、Ｐｅｐtｏｎノ

選揮ハ相常重要ナルこりヽ尹知レリ。

以上ノ賓験成績ニョリ、結核菌ノ特育ト、「ツベ゛

ルクリン」産生能トハ、慨シフ拉行状態二在ル

コトヲ認メ得タリ。

總括址二考按

以上ノ賓験成績ヨリ、培養基内二加フ可キ「ペ

プ1ヽン」ノ種類ノ選揮ハ極メテ重要ナルコトヲ

知レリ。

印チ、細菌ノ脅育二及ノヽ作用モ、「ペプトン……」ノ

種類二依リ。極ノテ多岐ニシテ、且ツ「グリセ

リン」肉汁中二含有セラルル「ペプトン」ノ種類

ハ、結核菌ノ登育ノミナラズ、「ツベルクリン」

産生能ラモ左右スル==lト極ノテ大ナリ。

次ニ、海倶二於ケル「ツベルクリン」反吉ノ判定

方法二開シテ、今同ノ賓験八次ノ事ヲ示シタ

リ。印］チ、判定時間ハ登生ヲ計測標準トナス限

り、24時間サ適常ト考フル次第ナリ。何トナレ

バ48時間後二於テ、局所ノ浸潤ハ強クナレド

モ、殺赤彊度減退スルこ］ト多ク、且ツ鍵赤ノ限

界不鮮明トナリ、正確二計測シ難クナレバナ

リ。

更ニ、結核菌ノ脅育卜「ツベルクリ勺衛生能ト

ノ開係ハ第４表記載ノ如ク、略ｌ拉行フヽルモノ

各種「ペプトン」ノ中、武田「ポリペプトン」、武

田「チソヽチン」不含「ポリペプトン」、照内「ペプト

ン」、唖鈴「＾゛プトシ」、田迢「＾゛プトン」ノ順序

ニ･、殺育促進作用拉ニ「ツベルクリン」衛生能ハ

減少シ、他J Riedel, Gehe, Witte,丸万「ペプ

トン」’ヽ逢カー不良ノ成紅け示シタルモ、本原

因二開シテハ使用『ペプトン』が偶々受質セルタ

メ、斯ル差異ヲ’生ゼルモノカ、或ハ他ノ原因二

依ルモノナルカ、俄二決定シ難キ問題ナリ。

他か像備賓験トシテ、各種「ペプトン」ノ一般細

菌二對スル登育促進作用タ検査シタル成績ニョ

レバ、武田「jlぐリペプトン」及ビ、武田「チフヽチ

ン」不含「ポリペプトン」ハ、24時間培養二於テ

ハ、殆ド差異無ク、48時間培養こ於テ後者ハ少

シク優ルモノノ如シ。次ご優秀ナルノゝ照内「ぺ

　　　　　　　　　

～
プトン」ニシテ、田逡、丸善「ペプトン」ハ以ｈノ

３者二比スレバ、浅カユ劣り、Witte ハ最モ成

績不良ナリキ。何故、斯クノ如ク「ペプトン」ノ

種類ニョリテ異ナルカヘ開明セク

ロナルモ、「ペプトン」中二含ﾏﾉﾚﾌし養素乃至ハ

特有促進物質ノ訣除セルタメ1ヽ思惟セラル。

更二余ハ今同診断用（ツペ）レクリン」力價測定法

トシテ、海倶ヲ･使用シタルモ、渡逡及ビ河村氏（3）

ハ憤叉ハ海貌こｰ、生菌接種テナシ、結核過敏

性トナシ、一定稀憚度ノ「ツベルクリン」サ皮内

二注射シ、24時間拉ニ48時間後ノ厦噫ヲ･検査

シ、特二禎？推賞七リ､、其ノ後、渡逡氏（4）ハ、

健康檀二此ノ所謂、結核･ワクチン」４接種シ、

無害二維過スル「ツベルクリン」過敏症列隻得セ

シメ、此ノ禎ヲ使川シ、標準「ツベ｀ルクリン」ト

可検「ツベルうリンJIヽ才皮内反咆ｦｰ以テ比較シ

其ノ反庖價ラ一定度二保ッベキコトリ･述ベタ

リ。戸田教授及ビ橋本氏（5しヽ家兄ヲ用ヒテ、其

ノ皮内丿丈庶ニョリ診断用（ツペ）レクリン上牧果ラ

測定シ、現行日本薬局法ノ規定ノミーテハ精確

ナル「ツベ｀ルクリン」ノ戟果測定ハ不可ナリト報

告セラレタリ。何レニセヨ、Roemerニョリ、

皮内注射法が行ハレテョリ、Lewis, P. A and

Ａｒｏｎsｏｎ，J．Ｄヘ1923）ノ推賞フヽル如ク、皮内

注射二依ル「ツベルクリ勺救果測定法ハ、自分

ノ経験ニョルモ、少ク1ヽモ、み紋ノ背部雨側二

同時ニ５箇所0.2C.G宛皮内注射可能ナル鮎ヨリ

充分用ヒ得可キ方法ナリト信ズ。

吉田＝各種「ペプトｙ」ノ結核菌ノ螢育盆ニ「ツベルクリン」応生二及ｔ.｀ソヽ影響二就テ第１琥】
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結

　　

論

各種「ペプトン」ノ結核菌ノ登育位ニ「ツ・りレク

リン」産圭二及ス影響二就テ賓験シタルヽﾆ・、結

核菌ノ殼育促進作用拉ニ「ツ・ヽごノしグリー」反庶強

度ノ２黙ヲ比較スレバ、武田「チスチ勺不含

「ポリ４ブトン」、武田「ボリペプトン」、照内「ベ

プlヽン」、田逡「ペプトン」ノ順ニテ何しモ相営

ノ値ヲ示シ、Riedel, Gehe,丸善ノ３「゛プト

ン」｡ハ逞カニ劣レル値テ示シタリ。而シテ、「チ

スチン」含有「ペプトン………」、「チフ､チン」不含「ペプ

トンレノ差異二開シテ・ヽ、殆ド等シキタノ’、何

レ列憂レリト結論スルコト能ノヽズ。今同ノ賓験

二於テハ、「チスチン」不含「ポリ＾゛プトン」ノ｀其

ノ値少シク良好ナリキ。

何レニセヨ結核菌ノ登育ヲ促進ノヽルコト大ナル

撒種ノ「ペプトン」ヲ使用スルナラバ、「ツ・ヽごル

クリン」産生二對シテ、甚グシキ差異アルモノ

トノヽ思パレス、充分使用二堪２ルモノト思惟スｏ，

稿テ終ルニ臨え、恩師戸田忠雄教授ノ御懇篤ナ

ル御指導拉二御校閲ヲ･謹謝ソヽ。

主要文献

1）伊藤，「グリセリン」寒天ヲ以テセル結核菌ノ

分離盆二所謂Peptonschadenニ對スル疑義二就

テ．結核.第11巻.第10抜．昭和８年.

　

2）高松，

占部，内外２． ３「ペプ1ヽ七二ヨル細菌培養試験

成績．東京晋事新誌．第3072 M. 506頁．昭和13

年.

　

3」渡遇義政，河村秀九，診断用「クペルク

リｙ」斂力測定法．細菌學雑錠.391披．昭和３年

4）渡遇義政，診断用「ツベルクリン」数力測定法

補遺．細菌學雑誌. 476披．昭和10年.5）戸田

忠雄，橋本多計治，家兎二依ル診断用「ツペノｙク

リ礼ノ数果測定法．日本醤事新報.620.昭和９年.

6ﾚ吉田長之，抗酸性菌ノ螢育促進物質二就テ

結核菌ノ螢育二開スノl/研究（其ノ１）．結核．第16

巻．第３彼．昭和13年.

　

7) Lewis, P. Ａ．and

Aronson, J. D., The Standardization of Tuber-

culin.Amer. Rev. Tbc. Vol. 7･ p. 404, 1923.

吉田＝各種‾ペプトン」ノ結核菌ノ費育蛙ニ「ツベノレクリン」産生こ及ｔ’.ス影響二就テ 【第17奢
８


